
供給不安の蒸し返しで急反発
NY原油先物相場は、1バレル＝92.93ドルまで値下がりして2月25日以来の安値を更新した後、107ド

ル水準まで急反発する荒れた展開になった。週前半は中国で新型コロナウイルスの感染被害が拡大して

いること、国際エネルギー機関（IEA）が1億2,000万バレルの協調備蓄放出を取りまとめたことなどが

嫌気され、前週の軟調地合を引き継ぐ展開になった。しかし、その後は改めて国際需給のひっ迫見通し

を織り込む動きが優勢になり、安値から一気に切り返した。

IEAは4月13日に発表した月報で、4月のロシア産の供給量は平均で日量150万バレル減少するのに対し

て、5月以降は経済制裁や買い控えの影響から300万バレルまで減少幅が拡大するとの見通しを示した。

このため、5月以降に需給ひっ迫リスクが一段と強まるとの評価が、改めて買いを誘っている。しかも、

欧州連合（EU）は石炭に続いて原油についても禁輸措置の導入を検討しており、近く何等かの禁輸措置

が合意されるとの見方も原油相場を大きく押し上げた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（4月8日時点）は、原油が前週比938万バレル増、ガソ

リンが365万バレル減、石油精製品が290万バレル減となった。
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【現状確認】
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需給ひっ迫リスクの織り込み再開、引き続きコロナには要注意
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【展望】

改めて国際需給のひっ迫見通しが強まる中、底固さが再確認

される見通し。ロシア政府は原油生産・輸出統計の発表を停

止したが、時間の経過とともに輸出環境に対するダメージは

拡大する見通し。特にEUはウクライナの戦況激化を受けて原

油についても段階的な禁輸措置に踏み切るとの観測が強く

なっており、実際に禁輸が発表されると更に吹き上げる可能

性がある。3月24日の直近高値116.64ドルを打診するような

動きがみられるかが焦点になる。

ウクライナの戦況は依然として厳しく、停戦合意が早期に成

立する見通しにはない。ロシア軍の大量虐殺や化学兵器使用

の疑惑も浮上する中、西側諸国を中心とした国際世論は一段

と厳しい対ロシア政策を求めており、原油需給の混乱状態が

長期化するリスクが高まっている。穀物相場なども改めてウ

クライナ情勢を巡る混乱が長期化するリスクを織り込んでい

る。

一方、中国の新型コロナウイルスの感染状況は、引き続き原

油需要不安を高めている。IEAも4月月報で2022年の世界石

油需要見通しを前月から日量26万バレル引き下げている。経

済協力開発機構（OECD）の需要環境についても、従来想定

されていたより弱くなっているとの報告も聞かれる。感染被

害の拡大から大規模なロックダウンが行われると、需要不安

から再び調整売りが膨らむリスクが高まる。

米国では採掘許可申請の件数が増加しているといった報告も

あるが、現時点では石油リグ稼働数の緩やかな増加傾向に変

化は見られない。シェールオイルの大規模増産が実現するの

かは、不透明感が維持されている。
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